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恵 み と い う 言 葉

聖職候補生　高瀬 祐二　

《恵みに生かされて》

来
、
私
な
り
に
神
さ
ま
の
働
き
を
、
最

も
理
解
さ
せ
て
く
れ
る
聖
句
の
ひ
と

つ
と
な
っ
た
。

　
40
歳
を
過
ぎ
て
自
分
の
子
ど
も
を

授
か
っ
た
時
、｢

恵｣

と
い
う
漢
字
を
息

子
の
名
前
に
ぜ
ひ
入
れ
た
い
と
思
い

立
っ
た
。
妻
に
相
談
し
た
。
あ
ま
り
男

性
に｢

恵｣

と
い
う
漢
字
を
含
む
名
前

が
な
い
の
で
、
反
対
さ
れ
る
か
も
、
と

心
配
し
た
が
、
妻
は
快
諾
し
て
く
れ

た
。
め
で
た
く
、
息
子
は｢

恵
太｣

と
名

づ
け
ら
れ
た
。｢

恵｣

を
理
解
で
き
な
か
っ
た

私
の
罪
滅
ぼ
し
が
、
無
責
任
に
も
息
子
に
託

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
息
子
は
生
ま
れ
た

時
か
ら
文
字
通
り｢

恵
に
生
き
る｣

は
め
に

な
っ
た
。
ま
だ
息
子
は
７
歳
、
私
の
魂
胆
を

知
る
由
も
な
く
、
無
邪
気
に
育
っ
て
い
る
。

（
滝
乃
川
学
園
勤
務
）

　
青
年
の
こ
ろ｢

恵
み｣

と
い
う
言

葉
が
嫌
い
だ
っ
た
。
持
て
る
者

が
、
持
て
な
い
者
へ
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
す
る
こ
と
。
ま
た
、
満
た
さ
れ

て
い
る
者
が
日
々
の
生
活
に
感
謝

す
る
時
の
言
葉
と
し
か
理
解
で
き

て
い
な
か
っ
た
。
と
て
も
「
恵
み

に
生
か
さ
れ
て
」
と
実
感
で
き
る

心
境
で
は
な
か
っ
た
。

　
あ
る
時
、
ロ
ー
マ
の
信
徒
へ
の

手
紙
５
章
20
節
、
パ
ウ
ロ
が
書
き

記
し
た｢

罪
が
増
し
た
と
こ
ろ
に
は
、
恵
み

は
な
お
い
っ
そ
う
満
ち
あ
ふ
れ
ま
し
た
。｣

、

こ
の
聖
句
に
出
会
っ
た
時
、
私
の
理
解
し
て

い
た
「
恵
み
」
を
、
は
る
か
に
超
え
た
世
界

が
、
そ
こ
に
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
た
。

今
で
も
、
こ
の
聖
句
の
意
味
が
わ
か
っ
て
い

る
と
は
と
て
も
言
え
な
い
が
、
こ
の
時
以
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◇
11
月
の
代
祷
・
信
施
奉
献
先

▽
笹
島
キ
リ
ス
ト
教
連
絡
会
の
た
め

▽
障
害
者
週
間
の
た
め
▽
滝
乃
川
学

園
の
た
め
▽
人
権
活
動
を
支
え
る
主

日(

11
月
最
終
主
日
）

《
奉
献
先
か
ら
》

　
笹
島
キ
リ
ス
ト
教
連
絡
会

　
笹
島
キ
リ
ス
ト
教
連
絡
会
（
以
下

「
笹
キ
連
」
と
略
）
は
、
現
在
、
名
古

屋
市
周
辺
に
て
野
宿
を
強
い
ら
れ
て

い
る
人
々
の
生
命
と
人
権
を
守
る
た

め
に
、
殊
に
キ
リ
ス
ト
教
会
各
派
や

市
民
団
体
な
ど
に
協
力
を
呼
び
か
け

な
が
ら
、
主
に
以
下
の
よ
う
な
支
援

活
動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
①
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
、
逮
捕
・

拘
束
、
或
い
は
起
訴
さ
れ
た
野
宿
生

活
者
に
対
す
る
獄
中
支
援
と
裁
判
支

援
②
野
宿
生
活
者
の
生
活
相
談
や
生

 今週・来 週 の予 定

１１月５日～１８日

　５（日）聖霊降臨後第２２主日

１０（金）職員会議

広報委員会

下町Ｇ牧師協（聖ルカ）

１１（土）雨宮講座：聖書の学び

　　（アンデレホール）

１２（日）聖霊降臨後第２３主日

主教巡回　聖マリア教会

１３（月）財政委員会

１４（火）銀座朝祷会

常置委員会

１５（水）教役者レクイエム

（主教座）

人権委員会（聖バルナバ）

環状Ｇ牧師協議会（立教）

１７（金）竹内講座：教会改革の足跡

１８（土）西原講座：聖公会の信仰

と生活（神田キリスト）

活
支
援
③
２
０
０
１
年
に
笹
キ
連

が
母
体
と
な
っ
て
設
立
し
た「
Ｎ
Ｐ

Ｏ
さ
さ
し
ま
共
生
会
」に
よ
る
炊
き

出
し
等
の
活
動
に
対
す
る
財
政
支

援
他

（
笹
キ
連
事
務
局
長
　
司
祭 

野
村
潔
）

　
◇
堅
信
受
領

10
月
22
日
　
聖
ル
カ
礼
拝
堂
で

▽
山
中
陽
子
▽
緑
川
節
子（
聖
ル
カ
）

　
▽
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
コ
ン
サ
ー
ト

聖
パ
ウ
ロ
　
11
月
10
日
（
金
）
12
時

20
分
、
オ
ル
ガ
ン
＝
佐
藤
雅
枝

　
　
　
　

［
訂
正
］
　
前
号
第
３
面
な
か
ほ
ど

「
明
洞
大
聖
堂
」
は
「
ソ
ウ
ル
大
聖

堂
」
に
。
ま
た
第
４
面
「
予
定
欄
」
中

「
11
月
５
日
・
主
教
巡
回
・
聖
マ
リ

ア
」は
、主
教
渡
米
日
程
と
重
な
っ
て

「
12
日
」
に
順
延
。

（こ
の
用
紙
は
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
）



２００６年１１月５日（第１０１２号）

- 2 -

《
今
、こ
の
教
会
で
は
…
》

　
　
　
　
練
馬
聖
ガ
ブ
リ
エ
ル
教
会

　
昨
年
春
の
教
区
会
の
決
議
を
受

け
、
当
教
会
で
も
他
教
区
と
の
交
流

の
取
組
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。
対
象

は
東
北
教
区
で
当
面
は
教
会
を
特
定

せ
ず
加
藤
主
教
と
連
絡
を
取
り
な
が

ら
、
教
区
全
体
を
視
野
に
入
れ
て
考

え
て
い
く
方
針
で
す
。
３
月
に
は
加

藤
主
教
を
お
呼
び
し
て
講
演
と
交
流

会
、
７
月
に
は
牧
師
と
信
徒
４
名
の

東
北
教
区
訪
問
と
交
流
、
10
月
に
は

同
教
区
か
ら
立
教
学
院
に
出
向
中
の

長
谷
川
清
純
司
祭
の
聖
餐
式
共
同
司

式
と
説
教
、交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。

11
月
の
バ
ザ
ー
で
は
６
教
会
か
ら
協

力
を
得
て
東
北
教
区
コ
ー
ナ
ー
を
開

設
し
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
手
探
り
の
段

階
で
す
が
、
決
議
の
精
神
を
生
か
す

交
流
を
目
指
し
ま
す
。 

（
松
平
謙
次
）

正
義
と
平
和
協
議
会
運
営

委
員
会
報
告
　（
10
月
18
日
）

＊
韓
国
ス
タ
デ
ー
ツ
ア
ー
（
オ
ゥ
ル

リ
ム
の
旅
）
の
報
告
＝
総
括
的
な
振

り
返
り
の
ほ
か
、
日
韓
の
関
係
数
紙

へ
の
報
告
稿
、参
加
者
集
会
・
韓
国
語

学
習
会
の
開
催
、
次
回
ツ
ア
ー
の
可

能
性
な
ど
種
々
の
協
議
も
。

＊
次
号
協
議
会
便
り
の
発
行
準
備

（
11
月
20
日
頃
の
発
行
予
定
）。

＊
来
年
度
の
活
動
計
画
（
教
区
会
提

出
計
画
書
）
の
検
討
。

　
▽
立
教
女
学
院
聖
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト

礼
拝
堂
と
聖
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
教
会
の

合
同
礼
拝
が
11
月
12
日
（
日
）
10
時

半
か
ら
同
院
聖
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
礼
拝

堂
で
。
説
教
は
佐
々
木
道
人
司
祭
で

合
同
聖
歌
隊
が
奉
唱
し
、
七
五
三
幼

児
祝
福
式
も
。

　
▽
北
大
合
唱
団
東
京
Ｏ
Ｂ
会
ク

ラ
ー
ク
ク
ラ
ブ
に
よ
る
マ
ー
ガ

レ
ッ
ト
コ
ン
サ
ー
ト
が
、
11
月
12

日（
日
）13
時
半
か
ら
聖
マ
ー
ガ
レ
ッ

ト
教
会
で
催
さ
れ
る
。無
料
。ベ
ビ
ー

シ
ッ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
あ
り
。
照
会
電

話
＝
03
（
３
３
３
４
）
２
８
１
２
。

　
▽｢

日
本
聖
公
会
聖
歌
集｣

が
い

よ
い
よ
11
月
10
日
に
発
刊
さ
れ
る
。

現｢

古
今
聖
歌
集｣

発
刊
か
ら
47
年
ぶ

り
の
改
訂
版
で
、
７
７
５
曲
な
ど
を

収
録
。
Ａ
５
判
（
表
紙
色
は
青
と

赤
）
、
３
千
円
。
使
用
開
始
時
期
は
各

教
会
・
礼
拝
堂
・
学
校
ご
と
に
委
ね

ら
れ
て
い
る
。

　
▽
植
田
教
区
主
教
は
植
松
首
座

主
教
代
理
で
、
ア
メ
リ
カ
聖
公
会
総

裁
主
教
（
キ
ャ
サ
リ
ン
・
Ｊ
・
シ
ョ
ー

リ
主
教
）
就
任
式
へ
参
列
す
る
た
め

渡
米
さ
れ
る
（
11
月
３
日
～
９
日
）
。
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滝
乃
川
学
園
へ
高
ま
る
関
心

　
　
映
画
・
音
楽
・
Ｔ
Ｖ
つ
づ
く

　
社
会
福
祉
法
人
滝
乃
川
学
園
が
マ

ス
コ
ミ
に
登
場
す
る
機
会
が
ふ
え
て

い
る
。一
九
二
八
年
に
建
て
ら
れ
た

本
館
の
保
存
修
復
事
業
の
呼
び
か
け

な
ど
学
園
の
尽
力
に
よ
る
と
こ
ろ
が

多
い
が
、
学
園
や
教
育
・
社
会
福
祉

へ
の
関
心
が
問
い
求
め
ら
れ
て
い
る

現
れ
で
も
あ
ろ
う
。

　
創
立
者
を
描
い
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
映
画「
無
名
の
人
～
石
井
筆
子

の
生
涯
」
は
、
教
区
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
で
鑑
賞
さ
れ
た
の
を
始
め
、製
作

上
映
委
員
会
に
よ
る
配
給
で
全
国
各

所
で
上
映
さ
れ
、話
題
を
呼
ん
で
い

る
。
11
月
29
・
30
日
に
は
、
く
に
た

ち
市
民
芸
術
小
ホ
ー
ル
で
も
。

　
ほ
ぼ
時
を
同
じ
く
し
て
、劇
映
画

「
筆
子
・
そ
の
愛
」が
現
代
ぷ
ろ
だ
く

し
ょ
ん
に
よ
り
企
画
製
作
さ
れ
、
す

で
に
ク
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
。
監
督
に
山

田
火
砂
子
、
主
演
に
常
盤
貴
子
・
市

川
笑
也
、
ナ
レ
ー
タ
ー
市
原
悦
子

…
。
後
援
・
賛
同
人
に
も
多
く
の
施

設
・
団
体
が
名
を
連
ね
る
な
ど
、
一

般
公
開
が
待
た
れ
て
い
る
。
お
披
露

目
と
も
な
る
有
料
試
写
会
は
11
月
18

日
（
土
）
10
時
・
13
時
半
の
２
回
、

銀
座
ヤ
マ
ハ
ホ
ー
ル
で
。
製
作
協
力

費
を
含
む
前
売
チ
ケ
ッ
ト
千
二
百
円

（
当
日
券
な
し
）は
同
園
福
祉
文
化
室

が
窓
口
。
電
話
０
４
２
（
５
７
２
）

１
２
２
８
。

　
ま
た
当
日
は
併
行
し
て
、
同
園
の

主
催
で
「
本
館
修
復
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

＝
『
天
使
の
ピ
ア
ノ
』
へ
の
い
ざ
な

い
～
デ
ュ
オ
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
四

谷
・
紀
尾
井
ホ
ー
ル
で
催
さ
れ
る
。

14
時
開
演
な
の
で
当
日
は
、
銀
座
か

ら
四
谷
へ
急
ぐ
人
も
お
ら
れ
よ
う

（
映
画
＆
コ
ン
サ
ー
ト
）
。
青
柳
い
づ

み
こ
（
Pf
）
・
大
谷
康
子
（
Vn
）
。
Ｓ

席
六
千
円
・
Ａ
席
四
千
円
、
前
記
福

祉
文
化
室
扱
い
。

　
さ
ら
に
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
テ
レ
ビ
の

人
気
歴
史
番
組
「
そ
の
時
歴
史
が
動

い
た
」
で
も
、
放
映
企
画
（
12
月
20

日･

水
）
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
保
存
修
復
事
業
を
支
え
る
募
金
活

動
は
「
本
館
を
支
え
る
会
」（
前
出
電

話
）
を
通
し
、
い
ま
も
呼
び
か
け
を

実
施
中
。

　
　
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
▽
日
本
聖
公
会
正
義
と
平
和
委
員

会
（
長
・
谷
昌
二
主
教
）
は
、
10
月

20
日
、「
北
朝
鮮
の
核
実
験
に
抗
議
し

と
も
に
平
和
を
求
め
る
声
明
」
を
出

し
た
。
各
教
会
・
礼
拝
堂
で
貼
付
ま

た
は
配
付
さ
れ
る
。


